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よい会社をつくろう。よい経営者になろう。よい経営環境をつくろう。
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Message 福岡同友会へ

　とてもいい印象をもっている。福岡県中小企業家同
友会についてだ。
　昨年10月に西部本社版で「人手不足」についての記
事を載せた。配送料の値上げや受注断念に追い込ま
れた実態が盛り込まれた。「よく取材できたね」と記者
に聞いたら、福岡の同友会事務局に経営者を紹介して
もらったという。親切な対応に驚いた。こういう取材は
アポとりがとても難しい。あてはないし、だいたい断ら
れるものだ。
　この記者は昨春まで大阪勤務。大阪の同友会にもず
いぶん助けてもらったという。中小企業の団体はいろい
ろあるが、同友会は記者と勉強会をやるなど熱心だと
か。「会員が何をやっているか把握していて対応が早い」
と教えてくれた。
　そのうち、2月に報道各社の経済部長と福岡の同友
会との懇親会が開かれた。代表理事の田浦通さんらみ
な話がとても上手。社員に気持ちよく働いてもらうため
の独自の取り組みなど、貴重な話もきけた。何より自信
ややる気を感じた。
　朝日新聞には中小企業専門の記者がいる。中島隆
編集委員（54）だ。経営者を主人公にして波瀾万丈の
人生物語にまとめる。読者の反響はものすごい。「経
営者の生き様がみえるし、肉声がきける。大企業の取
材ではこうはいかない」と中島は話す。「日本の企業の
99.7％が中小企業で、雇用の7割を支えている」という
のが中島の口癖だ。
　一般紙の経済報道は大企業中心だった。取材が楽
だからという面もある。一方で、各紙とも似たり寄った
りだ。新聞が読まれないのはそういう事情もあるだろう。
同友会にヒントをいただきながら、おっと目を引く報道
を考えていきたい。

　今年2月、福岡県中小企業家同友会と在福岡の報

道各社の懇談会があり、様 な々業種の経営者の方々

から現場のリアルなお話をうかがう機会がありました。

不勉強で大変恥ずかしいのですが、このときに中小

企業憲章の存在を初めて知り、「中小企業は、経済

を牽引する力であり、社会の主役である」との言葉

に深く深くうなずいた次第です。

　私は報道の世界で主に「社会部畑」と呼ばれる事

件・事故、災害、裁判などの分野を取材してきました。

駆け出しの頃、中小企業の密集地として知られる大

阪府東大阪市で地元の町工場の実情に触れる機会

があり、一つ一つの現場にミクロからマクロまであら

ゆる社会情勢、社会問題が凝縮していることに驚か

されました。

　福岡県中小企業家同友会のみなさまとお話をして

いて、東大阪担当時代の記憶が鮮やかによみがえる

ような感覚を味わいました。常に現場を間近で見てい

る経営者のお話はどれも具体的で、文句なしにおも

しろい。現代社会が抱える高齢化、働き手不足など

の問題、グローバル化、規制緩和…どれ一つとして

現場と無関係ではなく、すべてつながっているのだと

強く感じました。

　社会の主役である中小企業には、社会の「今」が

全部あるのだと思います。現実と向き合い、個別具

体的な課題に日々対応している経営者のお話はニュー

スのネタの宝庫です。深いお話をぜひまたうかがわ

せてください。

朝日新聞�西部本社報道センター
経済担当部長

共同通信社
福岡支社編集部長

小
おやまだ

山田 研
けんじ

慈 氏酒
さかた

田  英
ひでき

紀 氏

夏の風物詩「博多祇園山笠」
　760余年の伝統を誇る「博多祇園山笠」は、福岡
市博多区のおもに博多部（那珂川と御笠川間の区域）
で7月に行われる祭で、博多の総鎮守・櫛田神社にま
つられる素

すさのおのみこと
戔嗚尊（祗園宮）に対して奉納される神事

であり、国の重要無形民俗文化財でもあります。
　7月15日午前4時59分、大太鼓の合図とともに一
番山笠から順に「櫛

く し だ
田入り」し、清

せいどうばた
道旗を回ったとこ

ろで、いったん止まり、「祝いめでたーのー」と七流
を代表して「博多祝い唄」を大合唱します。再び舁

か

き出した山笠は、夜明けの博多の街に駆けだしてい
きます。

起源
　博多祇園山笠の起源には諸説があります。櫛田神社の
社伝によると、祭神の一つ祇園大神（素戔嗚尊）を勧請した
のが天慶四（941）年。すでに京都では現在の祇園祭につ
ながる御霊会が行われており、勧請間もなく始まったとい
う説。また、文献的初見である「九州軍記」に基づいて永
享四（1432）年起源説もあります。
　博多祇園山笠振興会は一般に広く知られている承天寺
の開祖・聖

しょういちこくし
一国師（円爾）が仁治二（1241）年、疫病除去の

ため施
せ が き だ な

餓鬼棚に乗って祈祷水（甘露水）をまいたのが始まり
という説を取っています。当時は神仏混淆の時代で、これ
が災厄除去の祇園信仰と結びついて山笠神事として発展
したと言われています。

町の組織”流”の起源
　現在の山笠の基となっている「流」ができたのは、豊臣秀吉による天正15（1587）年の「太閣町割り」（ま
たは「博多町割り」）が起源と言われています。
　鎌倉時代、室町時代と、博多の町は大陸貿易の基地として栄えました。秀吉が町割りをするきっかけとなっ
たのは、当時、大陸貿易の基地として大いに栄えていた博多の支配権をめぐって様々な大名達が博多の町
を戦場として戦った結果、博多の町が焼け野原になったためでした。中でも天正4年（1576年）、島津義久
が博多を撤退する際に町に火を放って全市を焼き払って薩摩に逃走。これを追いかけた秀吉が島津を降参
させて博多に戻り、博多の復興に乗り出し、その手始めが区画整理としての町割りでした。
　太閤町割りは、まず、区画整理の基準となる筋を決めることから始められ、太宰府の方角を流れの上手に
して基準線の方角を決め、これが今の大博通りの博多小学校横当たり。現在は「旧下市小路」という石碑が
建てられており、博多大商人はこの町筋に集っていました。
　東は御笠川、西は博多川を境に、市街は十町（約1キロ）四方と定め、幹線道路を東西に3本、南北に4本
走らせ、その一区画を「流（ながれ）」と呼びました。この「流」が博多祇園山笠のグループ単位の発祥となり、
現在は、千代流・恵比須流・土居流・大黒流 ・東流・中洲流・西流の七流となっています。

撮影・文／株式会社ココスイメージ    富谷　正弘（玄海支部）
表紙写真は平成29年度『第60回博多祇園山笠写真コンテスト』の推薦および福岡県知事賞・入賞作品です博多祇園山笠　今月の表紙

同友会　３つの目的
よい会社をつくろう よい経営者になろう よい経営環境をつくろう

同友会は、ひろく会員の経験と
知識を交流して、企業の自主的
近代化と強じんな経営体質をつく
ることをめざします。

同友会は、中小企業家が自主的な努力に
よって、相互に資質を高め、知識を吸収し、
これからの経営者に要求される総合的な
能力を身につけることをめざします。

同友会は、他の中小企業団体とも提携して、中
小企業をとりまく社会・経済・政治的な環境を
改善し、中小企業の経営を守り安定させ、日
本経済の自主的・平和的な繁栄をめざします。

７月1日に行われる当番町お汐井とり

7月13日に行われる集団山見せ

SCAN！！

表紙の写真に
スマホやタブレットをかざすと

AR動画が見れます！
❶ARアプリ「COCOAR２」を
スマホやタブレット端末にダウ
ンロード（無料）

❷「COCOAR２」を起動し、表
紙をスキャンし、読み込んでみま
しょう。認識すると自動でコンテ
ンツが流れます。

App Store

COCOAR2 検索
Google Play Store

16ページに続きます
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元気な会社の共通経営学
や り 方 重 視 経 営
業 績 重 視 経 営
急成長・急拡大経営
景気・流行期待経営
依 存・ 追 随 経 営
価 格 競 争 経 営
アンバランス経営
ワ ン マ ン 経 営
上 意 下 達 的 経 営
閉 鎖 的 経 営
管 理 的 経 営
対 応 型 経 営
情報受信重視経営
単 機 能 経 営

他人資本依存経営
短 期 重 視 経 営
小 商 圏 経 営
成果主義重視経営
個 人 戦 重 視 経 営
公 私 混 同 経 営
即戦力・中途採用重視経営
一 方 良 し 経 営

❶
社
員
の
命
を
守
っ
て
い
る
会
社

　

 　

会
社
の
業
績
で
社
員
を
解
雇
す
る
会
社
は
い
け
ま
せ
ん
。

社
員
を
路
頭
に
迷
わ
せ
て
は
い
け
な
い
の
で
す
。
そ
れ
な
ら

社
長
が
辞
め
る
べ
き
で
す
。
世
間
で
は
働
き
方
改
革
が
論
じ

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
あ
る
べ
き
数
字
に
異
議
を
唱
え
た
い
と

思
い
ま
す
。
人
が
幸
せ
を
感
じ
る
の
は
「
家
族
団
ら
ん
」
の

時
間
で
す
。
目
的
は
「
人
を
幸
せ
に
す
る
こ
と
」。
業
績
は
手

段
で
あ
り
、
人
が
コ
ス
ト
に
な
っ
て
は
い
け
な
い
の
で
す
。

２
社
員
が
維
持
・
増
加
し
て
い
る
会
社

　

 　

雇
用
の
維
持
、即
ち
保
証
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

３�

会
社
に
関
係
す
る
人
々
が
幸
せ
を
実
感
し
て
い
る
会
社

　

 　

社
員
・
取
引
先
・
顧
客
・
地
域
の
４
者
に
満
足
度
に
関
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
り
ま
し
ょ
う
。
社
員
満
足
度
は
「
離
職

率
」
に
反
映
さ
れ
ま
す
。
い
い
離
職
は
定
年
・
結
婚
で
、
悪

い
離
職
は
転
職
的
離
職
で
す
。「
２
度
と
履
歴
書
を
書
か
な
い

会
社
に
し
よ
う
（
離
職
し
な
い
会
社
に
な
る
こ
と
）」
と
が
ん

ば
っ
て
い
る
会
社
が
あ
り
ま
す
。
高
成
長
と
離
職
率
ゼ
ロ
は

「
二
兎
追
う
こ
と
」
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

４
黒
字
経
営
・
納
税
経
営
を
維
持
し
て
い
る
会
社

　

 　

納
税
は
世
間
の
通
信
簿
で
す
。
平
時
に
２
年
、
３
年
と
赤

字
な
の
は
問
題
が
あ
り
ま
す
。

５
社
会
貢
献
を
し
て
い
る
会
社

　

 　

例
え
ば
、
障
が
い
者
雇
用
し
て
い
る
会
社
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。
現
在
障
が
い
者
の
雇
用
率
２
・
２
％
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
私
は
４
％
を
提
言
し
て
い
ま
す
。
知
的
障
が
い
・

身
体
障
が
い
に
加
え
、
精
神
障
が
い
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
後
天
性
の
も
の
で
あ
り
、
会
社
が
心
を
踏
み
に
じ
る

経
営
を
し
て
は
い
な
い
か
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
会
社
の
社
員
の
遺
書
に
こ
う
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。

　
「
も
し
私
が
死
ん
だ
ら
、
棺
の
中
に
私
が
着
て
い
た
会
社
の
制

服
を
一
緒
に
納
め
て
ほ
し
い
。
そ
し
て
霊
柩
車
は
い
つ
も
出
勤

す
る
道
順
で
行
き
、
会
社
の
前
で
一
度
止
ま
っ
て
か
ら
火
葬
場

に
向
か
っ
て
ほ
し
い
」

　

ま
た
社
員
の
親
族
が
多
く
勤
め
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
愛
す

る
人
が
安
心
し
て
働
い
て
ほ
し
い
と
い
う
証
拠
な
の
で
す
。

　

さ
ら
に
、
玄
関
に
近
く
の
障
が
い
者
施
設
の
人
が
描
い
た
絵

画
が
飾
っ
て
あ
っ
た
の
を
見
つ
け
ま
し
た
。
月
に
一
度
社
員
食

堂
を
開
放
し
て
そ
の
施
設
の
商
品
を
販
売
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
⑩
⑪
⑫
⑬
⑭

⑮
⑯
⑰
⑱
⑲
⑳
㉑
㉒

▲
▲

▲
▲

▲
▲

▲
▲

▲
▲

▲
▲

▲
▲

▲
▲

▲
▲

▲
▲

▲
▲

① 社員とその家族を大切にする経営
② 社外社員とその家族を大切にする経営
③ 現在顧客と未来顧客を大切にする経営
④ 地域住民とりわけ社会的弱者を
　 大切にする経営
⑤ 株主や関係機関を大切にする経営

あり方重視経営
幸せ重視経営
安定成長経営・年輪経営
本物経営
自立・自活経営、独立経営
非価格競争経営
バランス経営
全員参加経営
下意上達経営
開放的経営
大家族的経営
提案型経営
情報発信重視経営
三機能経営

（研究機能・生産機能・販売機能）

自己資本経営
長期重視経営
超広域商圏経営
年功序列重視経営
チーム戦重視経営
公私区分経営
新卒採用重視経営
五方良し経営

坂
本 

光
司
氏
の
言
う

 〝
元
気
な
会
社
〟と
は

 一
体
ど
の
よ
う
な

会
社
な
の
だ
ろ
う
か
？

元
気
な

会
社
は

こ
こ
が

違
う

い
い
会
社
（
元
気
な
会
社
）
を
世
に
広
め
る
こ
と
が
私
の
使
命
で
、

私
は
８
０
０
０
社
の
会
社
を
リ
サ
ー
チ
し
て
き
ま
し
た
。

残
念
な
が
ら
い
い
会
社
（
元
気
な
会
社
）
は
８
０
０
社
（
１
割
）
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

元
気
な
会
社
と
は
、
業
績
が
い
い
と
か
高
成
長
と
か
で
は
な
く
「
正
し
い
こ
と
を
し
て
い
る
か
ど
う
か
」
で
す
。

元
気
な
会
社
と
は

元
気
な
会
社
の
事
例

フ
ジ
イ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
㈱
〈
新
潟
〉

五方良しの経営とは

５
月
16
日
に
開
催
さ
れ
た
定
期
総
会
に
て
坂
本
光
司
氏（
人
を
大
切
に
す
る
経
営
学
会
会
長・元
法
政
大
学
教
授
）の
記
念
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

著
書
の「
日
本
で
い
ち
ば
ん
大
切
に
し
た
い
会
社
」は
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
。
皆
さ
ん
の
中
に
も
読
ま
れ
た
方
は
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

「
元
気
な
会
社
は
こ
こ
が
違
う 

～
五
方
良
し
の
経
営
が
会
社
を
の
ば
す
～
」
と
題
さ
れ
た
講
演
の
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
を
お
届
け
し
ま
す
。

第５６回定期総会

記念
講演

第５６回定期総会

運動
方針

第５６回定期総会

活動
総括

1947年静岡県生まれ、1970年法政大学
経営学部卒。静岡文化芸術大学文化政
策学部・同大学院教授等を経て現職。ほ
かに、人を大切にする経営学会会長、日
本でいちばん大切にしたい会社大賞審査
委員長等、国・県・市町村の公務も多数
務める。専門は、中小企業経営論、地域
経済論、地域産業論。これまでに8,000社
以上の企業等を訪問し、調査・アドバイス
を行う。著書「日本でいちばん大切にした
い会社」はベストセラー。

坂本��光司��氏

文
章
▼
菅
原
　
弘（
菅
原
海
事
事
務
所
・
東
支
部
）

写
真
▼
富
谷
正
弘（
㈱
コ
コ
ス
イ
メ
ー
ジ
・
玄
海
支
部
）
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福
岡
国
際
会
議
場
で
開
催
さ
れ
た
第
56
回
定
期
総
会
。
新
し
い
１
年
の
ス
タ
ー
ト
と
し
て
多
く
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
前
年
度
の
１
年
間
の
活
動
を
ま
と
め
ま
し
た
。
前
進
し
た
も
の
、課
題
の
残
っ
た
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、

こ
の
１
年
間
を
振
り
返
り
、更
な
る
飛
躍
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

中小企業をとりまく情勢の特徴

　
「
人
を
生
か
す
経
営
の
総
合
実
践
〜
活
力
の
あ
る
企
業
と
地
域
づ

く
り
に
挑
戦
し
ま
し
ょ
う
〜
」 

こ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
て

2
0
1
7
年
度
は
始
ま
り
ま
し
た
。
同
友
会
の
景
況
調
査
で
は
、業

況
判
断
指
数
は
上
昇
し
て
い
る
も
の
の
、
依
然
と
し
て
「
人
材
獲

得
難
」
が
大
き
な
課
題
で
あ
り
、
中
小
企
業
経
営
を
圧
迫
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
事
業
承
継
の
準
備
、
取
り
組
み
も
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
お
り
、
事
業
承
継
に
関
す
る
学
び
と
準
備
が
と
て
も
大
切

で
す
。
今
年
度
も
、「
企
業
づ
く
り
」「
地
域
づ
く
り
」「
同
友
会
づ

く
り
」
を
大
き
な
骨
子
と
し
て
、
4
地
区
21
支
部
、
4
本
部
4
室
、

11
委
員
会
等
で
活
動
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
今
年
度
の
活
動
を
振

り
返
り
概
括
的
な
特
徴
点
は
以
下
の
通
り
で
す
。

⑴ 

人
を
生
か
す
経
営
を
す
す
め
る
上
で
の
「
経
営
指
針
の
成
文
化

と
実
践
」
が
ス
タ
ー
ト
基
本
で
あ
る
、
と
い
う
認
識
は
広
が
り

定
着
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
あ
す
な
ろ
塾
へ
の
参
加
も
進
み
、
経

営
指
針
作
成
セ
ミ
ナ
ー
へ
の
参
加
も
の
べ
5
0
0
名
に
近
づ
き

つ
つ
あ
り
ま
す
。

⑵ 

採
用
と
共
育
を
テ
ー
マ
に
し
た
学
び
も
増
え
て
い
ま
す
。
一
方
、

共
同
求
人
活
動
へ
の
参
加
の
広
が
り
が
今
後
の
課
題
で
す
。

⑶ 

中
小
企
業
振
興
（
基
本
）
条
例
を
つ
く
る
動
き
が
進
ん
で
い
ま

す
。
筑
豊
地
区
で
は
、
域
内
全
市
（
直
方
・
飯
塚
・
田
川
・
嘉

麻
・
宮
若
）
の
全
て
に
条
例
が
制
定
さ
れ
、
振
興
会
議
や
円
卓

会
議
に
同
友
会
会
員
も
参
画
し
て
、
条
例
を
も
と
に
し
た
地
域

づ
く
り
が
進
ん
で
い
ま
す
。

⑷ 

2
0
1
7
年
度
の
重
点
と
し
て
掲
げ
た
、「
地
域
に
若
者
を
残
し

育
て
る
運
動
」
に
関
し
て
は
、
憲
章
本
部
の
6
月
の
勉
強
会
で

　

経
済
変
化
と
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
方
向
性
を
学
び
ま
し
た
。

 　

 

ま
た
、
北
九
州
地
区
の
「
採
用
共
育
研
究
会
」
で
は
、
他
県
同

友
会
の
事
例
も
学
び
な
が
ら
、
11
月
に
は
、「
中
小
企
業
経
営
者

と
高
校
の
先
生
方
と
の
意
見
交
換
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

⑸ 

会
員
増
強
の
た
め
の
動
き
で
は
、
月
刊
同
友
に
関
係
機
関
よ
り

寄
稿
を
い
た
だ
く
こ
と
や
、
作
成
し
た
同
友
会
チ
ラ
シ
を
金
融

機
関
等
に
置
く
取
り
組
み
、
地
域
限
定
な
が
ら
F
M
放
送
の
番

組
に
会
員
が
登
場
す
る
な
ど
、
対
外
広
報
を
強
め
ま
し
た
。

⑹ 

2
0
1
7
年
4
月
に
は
、
念
願
の
田
川
に
支
部
が
で
き
、
中
小

企
業
振
興
基
本
条
例
の
振
興
会
議
に
多
く
の
会
員
が
関
わ
る
と

と
も
に
、
日
常
活
動
で
は
、
人
を
生
か
す
経
営
の
実
践
を
学
び

合
い
、
交
流
し
、
活
気
あ
る
支
部
活
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
前
進
点
や
到
達
点
を
し
っ
か
り
確
認
し
、
課
題
を
明

ら
か
に
し
て
次
年
度
へ
の
活
動
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　同友会運動は、長期的な視点に立って同友会理念の実現をめ

ざす運動です。よい会社、よい経営者、よい経営環境の実現を

掲げる「同友会三つの目的」を「自主・民主・連帯の精神」でとり

くみ、「国民や地域とともに歩む中小企業をめざす」壮大な運動

です。

　福岡同友会では、日常の活動の中でも、全員で「同友会三つの

目的」の唱和からスタートし、常に原点に立ち返ることを通じ

て、企業づくり、地域づくり、同友会づくりを推進してきました。

このような運動・活動を進める上で経営者としてもっとも大切

なことのひとつは、「情勢認識」です。

　2017年度前半期の活動総括を踏まえ、「情勢認識を深め、自

社の経営方針、会の運動方針を策定しよう」として、11月20日

に、中同協松井専任講師を迎えて「情勢勉強会」を開催し、

2018年度の運動方針策定をすすめ、自社の経営を見つめ直す

出発点としてきています。今年度は、その内容から一部抜粋し

て、紹介します。前提として、なぜ情勢をつかむ必要があるか

については、以下の点が提起されました。

経済はトレンド、消費はマインド。　経済はグ
ローバルになっても市場は常にローカルです。

   
科学的に見る。「心の豊かさ」に応える、時代は量
から質へ、モノからコトへ。

さらに環境自体や変化の状態を見るだけでは解
決策はでない、原因のない結果はない。

前年度の成果今年度に向けて

主
な
項
目
を
取
り
上
げ
て
い
ま
す

企
業
づ
く
り

地
域
づ
く
り

同
友
会
づ
く
り

経
営
指
針
の
実
践
は
、
全
県
上
げ
て
の
参
加
促
進
が

必
要
で
あ
る
。ま
た
、企
業
変
革
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

活
用
も
支
部
例
会
や
研
究
会
等
で
推
進
す
る
必
要
が

あ
る
。

「
付
加
価
値
を
高
め
る
企
業
づ
く
り
」
や
「
新
た
な
仕

事
づ
く
り
」
へ
の
取
り
組
み
が
ま
だ
少
な
い
た
め
推

進
す
る
必
要
が
あ
る
。

労
働
環
境
の
整
備
や
採
用
教
育
問
題
へ
の
取
り
組
み

は
、
現
在
一
番
の
経
営
課
題
で
あ
る
人
材
不
足
対
策

に
も
な
る
た
め
、推
進
す
る
必
要
が
あ
る
。

「
お
客
様
と
地
域
に
必
要
と
さ
れ
る
企
業
づ
く
り
」や

「
強
い
財
務
基
盤
を
持
つ
財
務
体
質
が
強
固
な
企
業

づ
く
り
」に
関
し
て
は
、全
般
的
に
取
り
組
み
が
弱
い

の
で
、会
員
へ
の
啓
発
が
必
要
で
あ
る
。

経
営
指
針
の
成
文
化
企
業
が
増
え
て
い
る
。新
た
な

取
り
組
み
と
し
て
日
帰
り
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
。企
業

変
革
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
活
用
者
が
増
え
て
い
る
。

海
外
視
察
を
実
施
し
交
流
を
深
め
る
委
員
会
も
で
て

き
た
。

財
務
・
労
務
な
ど
経
営
の
基
本
を
学
ぶ
た
め
、
数
字

の
勉
強
会
を
開
催
し
て
い
る
例
会
も
あ
っ
た
。

バ
リ
ア
フ
リ
ー
委
員
会
で
は
特
別
支
援
学
校
と
の
交

流
を
図
り
関
係
が
強
化
さ
れ
、
経
営
労
働
委
員
会
労

務
管
理
部
で
は
労
務
管
理
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
を
実

施
し
た
。ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
委
員
会
で
は「
働
き

方
改
革
」に
関
す
る
例
会
を
多
く
開
催
し
て
い
る
。

共
育
委
員
会
で
は
、「
社
会
人
例
会
」「
リ
ー
ダ
ー
共
育

研
修
」を
開
催
し
、
共
同
求
人
委
員
会
に
お
い
て
は
、

九
州
情
報
大
学
と
の
関
係
づ
く
り
が
強
ま
り
、
例
年

キ
ャ
リ
ア
講
座
を
開
催
し
て
い
る
。

多
く
の
支
部
で
財
務
体
質
強
化
を
テ
ー
マ
に
し
た
例

会
な
ど
開
か
れ
、
多
額
の
経
費
削
減
に
成
功
し
た
会

員
も
で
て
い
る
。

九
州
北
部
豪
雨
を
教
訓
に
い
か
に
普
段
の
備
え
が
必

要
か
を
会
員
に
実
例
を
も
と
に
取
り
上
げ
た
。

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
重
要
性
が
高
ま
り
、
福
岡

同
友
会
ら
し
い
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
目
指
す
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
フ
ト
に
つ
い
て
の
学
習
や
具
体

的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
推
進
体
制
を
決
め
、

組
織
的
に
取
り
組
む
。

福
岡
県
政
策
提
言
を
実
現
し
て
い
く
た
め
、
県
と

の
協
議
や
具
体
的
な
提
案
を
働
き
か
け
て
い
く
。

福
岡
県
内
の
中
小
企
業
振
興
事
務
所
と
関
係
を

強
化
し
、条
例
制
定
と
条
例
活
用
を
促
進
す
る
。

信
金
と
の
提
携
ロ
ー
ン
を
商
品
化
し
、
会
員
へ
告

知
し
、利
用
促
進
を
図
り
実
績
を
つ
く
る
。　

景
況
調
査
全
体
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
検
討
に
入
る
。

マ
ス
コ
ミ
各
社
の
経
済
担
当
部
長
お
よ
び
経
済

記
者
と
の
懇
談
会
を
企
画
お
よ
び
計
画
を
す
る
。

田
川
支
部
で
愛
媛
県
松
山
市
、
東
温
市
の
視
察
を

行
い
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
事
例
と
愛
媛
大
学
で
の
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
事
例
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。

大
学
、
高
校
と
の
連
携
で
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

受
入
会
員
が
増
え
つ
つ
あ
る
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
フ
ト
に
関
す
る
取
り
組
み
を
す

る
会
員
企
業
が
出
て
き
た
。

福
岡
県
商
工
部
へ
振
興
条
例
を
活
か
す
提
言
を

説
明
し
、次
に
繋
が
る
意
見
交
換
が
で
き
た
。

筑
豊
地
区
で
条
例
の
活
用
に
向
け
た
取
り
組
み

が
具
体
的
に
進
ん
で
い
る
。

県
内
８
信
金
業
務
提
携
ロ
ー
ン
の
商
品
概
要
が

で
き
、同
友
会
と
し
て
の
要
望
を
提
出
し
た
。

福
岡
県
へ
「
福
岡
県
中
小
企
業
政
策
に
関
す
る
連

携
と
協
働
の
提
言
」を
提
出
し
、小
川
知
事
と
意
見

交
換
を
行
っ
た
。そ
の
後
、記
者
発
表
を
行
っ
た
。

毎
日
新
聞
、
朝
日
新
聞
を
は
じ
め
、
新
聞
各
社
か

ら
の
取
材
要
請
に
応
え
、
会
員
企
業
取
材
に
協

力
。連
載
記
事
も
掲
載
中
。

全
て
の
活
動
の
良
し
悪
し
は
役

員
の
資
質
に
依
拠
す
る
。各
組

織
の
階
層
ご
と
に
研
修
会
や
語

り
部
の
育
成
が
必
要
。

情
報
の
創
造
と
発
信
は
欠
か
せ

な
い
。会
内
外
に
向
け
た
情
報

収
集
と
効
果
的
な
発
信
を
強
化

す
る
必
要
が
あ
る
。

会
員
増
強
は
活
動
活
性
化
の
バ

ロ
メ
ー
タ
ー
。少
な
く
と
も

２０
％
の
会
員
が
関
わ
っ
て
も
ら

う
た
め
に
は
、
役
員
は
会
員
増

強
を
意
識
的
に
リ
ー
ド
す
る
こ

と
が
重
要
。

毎
月
知
る
会
を
開
催
し
連
続
ゲ

ス
ト
入
会
に
繋
げ
て
い
る
（
福

友
支
部
・
東
支
部
・
博
多
支
部
）。

ま
た
の
お
が
た
支
部
、
東
支
部

は
今
期
目
標
会
勢
を
達
成
し

た
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ブ
ロ
グ
や
支

部
機
関
誌
を
活
用
。

91
名
の
会
勢
が
増
加
。メ
ン
タ
ー

制
度
導
入
の
支
部
も
。

支
部
長
を
対
象
と
し
た
研
修
会

を
開
催
。役
員
研
修
大
学
も
６

回
開
催
。

月
刊
同
友
や
チ
ラ
シ
を
金
融
機

関
等
の
各
窓
口
に
備
え
た
。

ラ
ジ
オ
放
送
や
新
聞
紙
面
に
活

動
記
事
を
頻
繁
に
投
稿
し
、
対

外
広
報
を
強
化
し
た
。

会
員
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
が
完
成
、

運
用
開
始
と
な
っ
た
。

第５６回定期総会

記念
講演

第５６回定期総会

運動
方針

第５６回定期総会

活動
総括

情勢
認識
時代
認識
歴史
認識

情勢をつかむ大切さ
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定
期
総
会
で
発
表
さ
れ
た
次
年
度
の
ス
ロ
ー
ガ
ン「
同
友
会
三
つ
の
目
的
の
総
合
実
践　
よ
い
会
社
、よ
い
経
営
者
、よ
い
経
営
環
境
を
め
ざ
す
」。

先
行
き
不
透
明
な
厳
し
い
経
営
環
境
に
対
し
て
、も
う
一
度
基
本
の
理
念
に
立
ち
返
り
、

こ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
、前
進
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

❶ 

「
あ
す
な
ろ
塾
」「
経
営
指
針
作
成
2
泊
3
日
セ
ミ

ナ
ー
」
に
参
加
し
、
社
員
の
夢
を
実
現
で
き
る
経
営

指
針
を
作
成
・
実
践
し
ま
す
。

❷ 

例
会
や
ブ
ロ
ッ
ク
会
等
で
実
践
の
成
果
を
報
告
し
ま
す
。

❸ 

企
業
変
革
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
活
用
を
推
進
し
、
実
践

の
進
捗
状
況
や
自
社
の
課
題
を
確
認
し
ま
す
。

❶ 

情
勢
や
市
場
の
ニ
ー
ズ
を
捉
え
、
製
品
や
サ
ー
ビ
ス

の
付
加
価
値
を
高
め
る
仕
組
み
を
つ
く
り
ま
す
。

❷ 

I
T
活
用
や
対
内
外
へ
の
広
報
・
情
報
化
を
駆
使
す

る
こ
と
で
、
業
務
効
率
改
善
、
販
路
開
拓
、
ブ
ラ
ン

ド
構
築
な
ど
の
企
業
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

■
創
造
と
変
革
を
し
続
け
る
企
業
づ
く
り

　
　

  

新
た
な
仕
事
づ
く
り
へ
の

　
　

  

具
体
的
な
取
り
組
み
を

❶ 

大
学
・
研
究
機
関
・
金
融
機
関
な
ど
の
外
部
資
源
を
活

用
し
、
企
業
連
携
に
よ
る
新
た
な
仕
事
づ
く
り
に
取
り

組
み
ま
す
。

❷ 

国
際
化
へ
の
対
応
（
海
外
展
開
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
等
）

で
、
新
た
な
仕
事
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

❸ 

技
術
革
新
（
I
o
T
、
A
I
、
I
C
T
等
）
へ
の
対

応
・
対
策
で
、
業
務
効
率
化
を
は
か
り
自
社
の
強
み
を

高
め
る
と
と
も
に
、
新
た
な
仕
事
づ
く
り
に
取
り
組
み

ま
す
。

■
社
員
が
い
き
い
き
と
働
け
る
企
業
づ
く
り

　
　

  

労
使
見
解
の
学
び
を
経
営
に
生
か
す

❶ 

経
営
者
の
あ
る
べ
き
姿
勢
を
問
い
か
け
合
い
、「
労
使

見
解
」
を
自
社
の
経
営
に
活
か
し
ま
す
。

❷ 

経
営
指
針
を
確
立
し
、
社
員
を
雇
用
し
て
社
員
を
パ
ー

ト
ナ
ー
と
し
て
経
営
を
進
め
て
い
く
組
織
的
経
営
を
め

ざ
し
ま
す
。

　
　

  

快
適
な
職
場
環
境
づ
く
り
の

　
　

  

取
り
組
み
を

❶ 

社
員
と
の
信
頼
関
係
を
構
築
し
「
人
を
生
か
す
経
営
」

を
推
進
す
る
た
め
、
時
代
に
合
っ
た
就
業
規
則
の
作
成

や
見
直
し
を
促
進
し
ま
す
。

❷ 

経
営
指
針
に
労
働
環
境
整
備
を
位
置
づ
け
、
社
員
の
自

主
性
や
創
造
力
を
発
揮
で
き
る
企
業
づ
く
り
に
取
り
組

み
ま
す
。

❸ 

女
性
の
力
を
発
揮
で
き
る
企
業
づ
く
り
を
す
す
め
る
こ

と
や
、
障
害
者
問
題
の
関
心
を
深
め
雇
用
に
取
り
組
む

こ
と
で
、
多
様
な
働
き
方
を
推
進
し
ま
す
。

　
　

  

採
用
と
教
育
を
一
体
と
し
て

　
　

  

強
い
体
質
の
企
業
へ

❶ 

人
材
獲
得
難
の
対
策
と
し
て
、
若
者
に
選
ば
れ
る
魅
力

あ
る
企
業
づ
く
り
に
取
り
組
み
、
定
期
採
用
を
め
ざ
し

ま
す
。

❷ 

社
員
教
育
を
企
業
の
た
め
の
人
材
育
成
に
と
ど
め
ず
、

経
営
者
と
社
員
が
共
に
学
び
育
ち
合
う
活
動
と
し
ま
す
。

❸ 

中
小
企
業
の
魅
力
や
働
く
喜
び
を
若
者
に
伝
え
る
場
を

設
け
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
な
ど
に
も
学
校
と
も
連
携

し
て
、
地
域
の
人
育
て
を
推
進
し
ま
す
。

■
お
客
様
と
地
域
に
必
要
と
さ
れ
る
企
業
づ
く
り

　
　

  �

自
社
が
地
域
社
会
に
果
た
す

　
　

  

役
割
・
使
命
を
明
確
に

❶ 

市
場
・
顧
客
の
変
化
の
把
握
と
潜
在
ニ
ー
ズ
を
追
求
す

る
こ
と
で
、
誰
を
お
客
様
に
す
る
の
か
を
考
え
、
自
社

独
自
の
市
場
・
顧
客
を
創
造
し
ま
す
。

❷ 

自
社
の
提
供
す
る
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
が
、
顧
客
と
地
域

社
会
に
対
し
て
ど
う
役
立
っ
て
い
る
の
か
を
理
解
し
、

社
員
と
使
命
感
を
共
有
し
ま
す
。

　
　

   

地
域
社
会
や
顧
客・
取
引
先
か
ら
の

　
　

  �

信
頼
や
期
待
に
高
い
水
準
で
応
え
る

❶ 

自
社
の
強
み
と
弱
み
を
分
析
・
把
握
し
継
続
的
に
改
善

す
る
こ
と
で
、
高
い
品
質
の
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
顧
客
満
足
度
を
高
め
ま
す
。

❷ 

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
（
各
種
法
令
を
遵
守
し
、
社
会
的

規
範
や
企
業
倫
理
を
守
る
こ
と
）
と
と
も
に
、
地
球
環

境
問
題
や
地
域
振
興
に
全
社
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

■�

強
い
財
務
基
盤
を
持
つ
財
務
体
質
が             

　
　

強
固
な
企
業
づ
く
り

　
　

  

財
務
体
質
強
化
に
向
け
た

　
　

  

取
り
組
み
を

❶ 

財
務
・
労
務
な
ど
経
営
の
基
本
を
学
び
、
決
算
書

（
B
S
、
P
L
等
）
を
自
分
の
言
葉
で
説
明
で
き
る
力

を
つ
け
る
こ
と
や
労
働
法
令
の
遵
守
な
ど
経
営
者
と
し

て
の
基
礎
力
を
高
め
ま
す
。

❷ 

例
会
や
ブ
ロ
ッ
ク
会
等
で
、
会
員
企
業
の
財
務
問
題
に
ま

で
踏
み
込
ん
だ
経
営
課
題
を
率
直
に
討
議
し
合
い
ま
す
。

同
友
会
三
つ
の
目
的
の
総
合
実
践

よ
い
会
社
、

よ
い
経
営
者
、

よ
い
経
営
環
境
を

め
ざ
す

企
業
づ
く
り

地
域
を
担
う
、

な
く
て
は
な
ら
な
い

企
業
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

経
営
指
針
の
実
践
で
、

成
果
の
出
せ
る
企
業
づ
く
り
を

企
業
体
質
の
強
化
を
め
ざ
し
て
、

付
加
価
値
を
高
め
る

企
業
づ
く
り
を

　

世
界
経
済
に
お
け
る
2
0
1
8
年
の
経
済
成
長
率

（
I
M
F
）
が
3
・
7
％
と
見
込
ま
れ
る
な
か
、
英
国
の

E
U
離
脱
や
難
民
問
題
、
米
国
と
中
国
覇
権
主
義
の
対

立
、
北
朝
鮮
リ
ス
ク
な
ど
不
透
明
性
・
不
安
定
性
が
強
ま

り
つ
つ
あ
り
、「
激
変
へ
の
備
え
」
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
一
方
国
内
に
お
い
て
は
、
低
成
長
が
続
く
な
か
個
人

消
費
の
回
復
が
見
通
せ
ず
、
景
気
の
足
踏
み
が
続
い
て
お

り
、
そ
の
原
因
は
、
大
企
業
に
お
け
る
労
働
生
産
性
や
企

業
業
績
の
伸
び
に
比
べ
て
賃
金
の
伸
び
が
低
い
こ
と
な
ど
、

再
分
配
シ
ス
テ
ム
に
問
題
が
あ
る
と
い
う
認
識
が
広
が
っ

て
き
て
い
ま
す
。
中
小
企
業
に
お
い
て
も
、
一
層
深
刻
化

す
る
採
用
難
に
対
す
る
「
働
き
方
改
革
」
な
ど
労
働
環
境

の
整
備
や
、
多
発
化
す
る
自
然
災
害
に
対
す
る
事
業
継
続

が
大
き
な
テ
ー
マ
に
な
り
つ
つ
あ
り
、
急
速
に
進
展
す
る

「
第
4
次
産
業
革
命
」
へ
の
対
応
も
大
き
な
課
題
と
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
2
0
1
9
年
の
消
費
税
増
税
や

軽
減
税
率
導
入
問
題
、
2
0
2
5
年
に
は
5
人
に
1
人

が
75
歳
以
上
と
い
う
「
超
高
齢
化
社
会
問
題
」
か
ら
の
影

響
に
も
目
を
離
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
福
岡
同
友
会
で
は
昨
年
度
2
0
2
0

ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
き
、
経
営
指
針
の
成
文
化
と
実
践
運
動

で
成
果
の
見
え
る
企
業
づ
く
り
や
、
今
後
の
重
要
課
題
に

な
る
と
思
わ
れ
る
付
加
価
値
を
高
め
る
企
業
づ
く
り
な
ど

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
地
域
づ
く
り
に
お
い
て
は
、
地

域
に
若
者
を
残
し
育
て
る
運
動
を
展
開
す
る
な
ど
、
地
域

と
の
関
係
づ
く
り
を
深
め
て
い
ま
す
。
同
友
会
づ
く
り
に

お
い
て
は
、
期
首
会
勢
よ
り
91
名
増
加
し
仲
間
づ
く
り
が

進
ん
で
い
る
こ
と
や
、
会
員
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
が
完
成
し
た

こ
と
に
よ
り
今
後
の
会
員
活
動
支
援
が
強
化
で
き
る
こ
と
、

組
織
検
討
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
組
織
の
整
備
を
進

め
て
い
る
こ
と
な
ど
、
会
員
の
た
め
の
同
友
会
づ
く
り
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
さ
て
今
年
度
は
、
同
友
会
三
つ
の
目
的
の
総
合
実
践
〜

地
域
を
担
う
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
企
業
づ
く
り
を
め
ざ

し
て
〜
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
企
業
づ
く
り
・
地
域
づ

く
り
・
同
友
会
づ
く
り
を
一
体
と
し
て
運
動
・
活
動
を
推

進
し
て
い
き
ま
す
。
百
年
に
一
度
と
も
い
わ
れ
て
い
る
激

変
す
る
経
営
環
境
を
乗
り
越
え
る
た
め
、
同
友
会
の
学
び

を
深
め
、「
よ
い
会
社
、
よ
い
経
営
者
、
よ
い
経
営
環
境
」

を
め
ざ
し
、
全
会
員
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

第５６回定期総会

記念
講演

第５６回定期総会

運動
方針

第５６回定期総会

活動
総括
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❸ 

財
務
基
盤
を
強
化
し
経
営
情
報
の
透
明
性
を
確
保
す
る

こ
と
で
、
経
営
者
保
証
を
外
せ
る
企
業
を
め
ざ
し
ま
す
。

❹ 

2
0
1
8
年
か
ら
2
0
1
9
年
に
か
け
て
予
測
さ
れ
る

日
銀
金
融
緩
和
政
策
の
終
結
で
の
融
資
困
難
や
、

2
0
1
9
年
の
消
費
税
増
税
に
よ
る
消
費
マ
イ
ン
ド
の

低
下
な
ど
に
備
え
、
資
金
繰
り
対
策
を
考
え
ま
す
。

　
　

  

後
継
者
問
題
へ
の
取
り
組
み
強
化
を

❶ 

事
業
承
継
を
学
ぶ
勉
強
会
を
設
定
し
、
後
継
者
問
題
へ

の
対
応
を
具
体
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

❷ 

企
業
理
念
と
社
内
固
有
の
知
識
や
技
能
を
承
継
す
る

た
め
、
経
営
指
針
に
事
業
承
継
計
画
を
位
置
づ
け
て
取

り
組
み
ま
す
。

　
　

  

Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事
業
継
続
計
画
）
を

　
　

  

テ
ー
マ
に
し
た
学
び
の
場
を

❶ 

災
害
や
事
故
な
ど
不
測
の
事
態
を
想
定
し
て
事
業
継

続
の
た
め
の
対
応
策
を
学
び
、
安
否
確
認
や
緊
急
連
絡

体
制
な
ど
具
体
的
な
対
策
を
盛
り
込
ん
だ
事
業
継
続

計
画
書
を
作
成
し
ま
す
。

❶ 

条
例
を
活
用
し
た
具
体
的
な
取
り
組
み
を
進
め
、
具

体
的
な
成
果
を
出
し
て
い
き
ま
す
。

❶ 

県
内
の
教
育
機
関
や
行
政
機
関
と
連
携
し
て
、
地
域
に

魅
力
的
な
中
小
企
業
が
あ
る
こ
と
を
広
く
伝
え
ま
す
。

　
　

  

中
小
企
業
憲
章
・
条
例
推
進
月
間
の
取
り
組
み
と

　
　

  

憲
章
の
精
神
を
広
め
る
運
動
を

❶ 

６
月
の
中
小
企
業
憲
章
・
条
例
推
進
月
間
の
取
り
組

み
を
企
画
し
他
団
体
と
共
に
実
施
し
ま
す
。

❷ 

行
政
、
金
融
機
関
、
教
育
機
関
な
ど
に
広
く
呼
び
か

け
運
動
を
推
進
し
ま
す
。

❸ 

中
小
企
業
憲
章
を
社
員
と
共
に
学
び
伝
え
る
な
ど
、

憲
章
の
精
神
を
広
め
る
運
動
を
行
い
ま
す
。

　
　

  

中
小
企
業
振
興
基
本
条
例
の

　
　

  

推
進
を

❶ 

中
小
企
業
振
興
基
本
条
例
が
制
定
さ
れ
て
い
な
い
地

域
は
、「
調
査
・
条
例
・
振
興
会
議
」
一
体
の
取
り
組

み
な
ど
先
進
事
例
に
学
び
、
制
定
に
向
け
て
積
極
的

に
取
り
組
み
ま
す
。

❷ 

中
小
企
業
振
興
基
本
条
例
が
制
定
さ
れ
て
い
る
地
域

は
、
振
興
会
議
を
中
心
に
条
例
の
活
用
に
向
け
て
積

極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
　

  

エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
フ
ト
の

　
　

  

学
習
と
実
践
を

❶ 
全
国
の
実
践
事
例
や
中
同
協
の
学
習
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

を
活
用
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
フ
ト
の
考
え
方
を
学
び

ま
す
。

❷ 

エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
フ
ト
を
経
営
指
針
に
位
置
づ
け
、
企

業
づ
く
り
や
仕
事
づ
く
り
に
活
か
し
ま
す
。

❸ 

エ
ネ
ル
ギ
ー
や
資
源
の
地
域
循
環
な
ど
地
消
地
産
を

意
識
し
、
地
域
づ
く
り
や
条
例
推
進
運
動
に
活
か
し

ま
す
。

　
　

  

金
融
環
境
の
変
化
を
活
か
す　

　
　

  

～
金
融
機
関
と
の
連
携
を
強
化
～

❶ 

県
内
の
信
用
金
庫
、
福
岡
県
信
用
保
証
協
会
、
日
本

政
策
金
融
公
庫
と
の
業
務
提
携
を
活
か
し
地
域
ご
と

に
関
係
を
強
化
し
て
具
体
的
な
取
り
組
み
事
例
を
つ

く
り
ま
す
。

❷ 

「
金
融
仲
介
機
能
の
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
」
を
理
解
し
推
進

し
ま
す
。

❸ 

「
経
営
者
保
証
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
活
用
を
広
げ
、

活
用
事
例
を
増
や
し
ま
す
。

　
　

  

行
政
、
教
育
機
関
と
の

　
　

  

関
係
づ
く
り
と
連
携
を

❶ 

福
岡
県
お
よ
び
県
内
主
要
都
市
の
政
策
担
当
者
と
定

期
的
に
懇
談
会
を
実
施
し
ま
す
。

❷ 

福
岡
県
お
よ
び
県
内
主
要
都
市
に
対
し
、
憲
章
の
精

神
に
基
づ
い
た
政
策
提
言
を
実
施
し
ま
す
。

❸ 

県
内
の
教
育
機
関
や
行
政
と
連
携
し
て
、
地
域
の
中

小
企
業
の
魅
力
や
存
在
意
義
が
伝
わ
る
講
義
や
職
場

体
験
な
ど
を
企
画
し
実
施
し
ま
す
。

❹ 

大
学
な
ど
と
連
携
し
、
同
友
会
ら
し
い
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
の
取
り
組
み
を
積
極
的
に
推
進
し
ま
す
。

❺ 

高
校
、
特
別
支
援
学
校
な
ど
と
連
携
し
、
職
場
実
習

の
受
け
入
れ
の
促
進
を
行
い
ま
す
。

　
　

  

他
団
体
と
の
連
携　

　
　

  

～
勉
強
会
や
懇
談
会
で
関
係
づ
く
り
を
～

❶ 

商
工
会
議
所
、
中
小
企
業
団
体
中
央
会
と
の
勉
強
会

や
懇
談
会
を
実
施
し
、
さ
ら
に
連
携
を
強
化
し
ま
す
。

❷ 

商
工
会
、
商
店
街
振
興
組
合
な
ど
と
勉
強
会
や
懇
談

会
を
実
施
し
ま
す
。

　
　

  

会
員
企
業
の
実
態
把
握
と

　
　

  

対
外
広
報
の
強
化
を

❶ 

四
半
期
毎
の
景
況
調
査
を
実
施
、
分
析
し
、
結
果
レ

ポ
ー
ト
を
会
内
外
に
広
く
広
報
し
ま
す
。

❷ 

景
況
調
査
の
結
果
レ
ポ
ー
ト
の
理
解
を
深
め
、
企
業

づ
く
り
や
地
域
づ
く
り
に
活
か
し
ま
す
。

❸ 

会
員
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
活
用
し
た
景
況
調
査
に
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
会
員
企
業
の
実
態
を
把
握
し
ま
す
。

❹ 

そ
の
他
必
要
に
応
じ
緊
急
調
査
を
実
施
す
る
な
ど
、

臨
機
応
変
な
対
応
を
行
い
ま
す
。

❺ 

マ
ス
コ
ミ
各
社
と
の
信
頼
関
係
を
強
化
し
、
福
岡
同
友

会
と
会
員
企
業
を
広
く
地
域
に
伝
え
ま
す
。

　
　

  「
地
域
経
済
ビ
ジ
ョ
ン
」づ
く
り
に

　
　

  

向
け
た
学
習
を

❶ 

地
域
の
未
来
を
見
据
え
る
「
地
域
経
済
ビ
ジ
ョ
ン
」

づ
く
り
に
向
け
て
、
中
同
協
討
議
資
料
「
中
小
企
業

の
見
地
か
ら
展
望
す
る
日
本
経
済
ビ
ジ
ョ
ン
」（「
日

本
経
済
ビ
ジ
ョ
ン
」）
の
学
習
を
深
め
ま
す
。

❶ 

支
部
・
地
区
・
県
の
役
員
づ
く
り
を
強
化
す
る
た
め
に
、

役
員
研
修
大
学
・
支
部
長
研
修
会
・
グ
ル
ー
プ
長
研
修

会
な
ど
一
貫
し
た
研
修
の
体
系
化
を
図
り
ま
す
。

❷ 

同
友
会
の
学
び
を
自
社
経
営
に
活
か
し
企
業
づ
く
り

の
成
果
を
検
証
す
る
た
め
に
、「
不
離
一
体
シ
ー
ト
」

を
活
用
し
ま
す
。

❶ 

例
会
・
ブ
ロ
ッ
ク
会
・
知
る
会
・
各
委
員
会
等
、
あ

ら
ゆ
る
活
動
に
ゲ
ス
ト
を
誘
い
ま
し
ょ
う
。

❷ 

会
員
の
20
％
以
上
の
会
員
が
、
新
会
員
入
会
に
関

わ
っ
て
い
る
状
況
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

　
　

  

広
報
・
情
報
化
活
動
の
強
化

❶ 

会
員
は
も
と
よ
り
、
他
団
体
や
産
官
学
金
マ
ス
コ
ミ
な

ど
へ
同
友
会
運
動
を
積
極
的
に
発
信
し
、
地
域
へ
の
認

知
度
向
上
を
図
り
、
会
員
増
強
に
繋
げ
ま
し
ょ
う
。

　
　

  

組
織
の
整
備

❶ 

同
友
会
運
動
を
推
進
す
る
た
め
に
組
織
検
討
の
提
起

に
基
づ
き
、
各
部
門
が
主
体
的
に
議
論
を
深
め
、
組

織
の
整
備
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

　
　

  

財
政
の
健
全
化

❶ 

各
活
動
の
検
証
を
行
い
、
時
代
環
境
に
合
っ
た
活
動

の
取
捨
選
択
を
図
っ
て
会
員
を
増
や
し
、
運
動
が
持

続
発
展
す
る
盤
石
な
財
務
体
質
を
構
築
し
ま
す
。

　
　

  

事
務
局
機
能
強
化
と

　
　

  

職
場
環
境
の
改
善

❶ 

同
友
会
運
動
を
会
員
と
共
に
推
進
す
る
パ
ー
ト
ナ
ー

と
し
て
、
ま
た
会
員
に
当
て
に
さ
れ
る
事
務
局
員
と

な
る
た
め
に
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
と
人
間
性
向
上
を
図

り
ま
す
。

❷ 

事
務
局
員
が
仕
事
を
通
し
て
成
長
し
、
仕
事
に
誇
り

と
や
り
甲
斐
を
感
じ
る
職
場
環
境
改
善
を
図
り
ま
す
。

　
　

  

空
白
地
域
に
同
友
会
を
つ
く
る

❶ 

同
友
会
理
念
を
実
践
す
る
企
業
を
県
内
全
て
の
地
域

へ
広
め
る
た
め
に
、
各
地
区
会
が
中
心
と
な
り
空
白

地
域
に
新
し
い
支
部
づ
く
り
を
計
画
的
に
進
め
ま

し
ょ
う
。

❷ 

人
口
10
万
人
の
地
域
に
1
0
0
名
規
模
の
新
支
部
づ

く
り
を
め
ざ
し
ま
す
。

　
　

  

中
期
ビ
ジ
ョ
ン
を
作
成
す
る　

❶ 

リ
ー
ダ
ー
が
変
わ
っ
て
も
方
針
が
ぶ
れ
な
い
継
続
し

た
運
動
と
す
る
た
め
に
、
福
岡
同
友
会
全
県
ビ
ジ
ョ

ン
に
沿
っ
て
、
地
区
・
支
部
で
も
中
期
ビ
ジ
ョ
ン
を

作
成
し
、
運
動
の
成
果
と
到
達
点
の
確
認
を
し
ま

し
ょ
う
。

地
域
づ
く
り

同
友
会
づ
く
り

中
小
企
業
振
興（
基
本
）条
例
を

生
か
し
、
行
政
・
金
融
機
関・

他
団
体
と
共
に
、

具
体
的
な
成
果
事
例
を

役
員
づ
く
り
の
強
化

２
５
０
０
名
の

仲
間
づ
く
り
運
動
の
推
進

地
域
に
中
小
企
業
の
重
要
性

が
認
識
さ
れ
、
地
域
に
若
者

を
残
し
育
て
る
運
動
を

地
域
の
力
強
い
発
展
の
担
い
手
と
し
て
、

時
代
を
創
る
『
地
域
企
業
』
へ
の
変
革
を
目
指
し
て

企
業
づ
く
り
・
地
域
づ
く
り
・
同
友
会
づ
く
り
を 

一体
と
し
て
取
り
組
み
、

同
友
会
理
念
を
実
践
す
る
企
業
を
全
て
の
地
域
へ

活
力
溢
れ
る
同
友
会
を
推
進
す
る
た
め
に
、

運
動
を
リ
ー
ド
す
る
役
員
づ
く
り
を
行
い
ま
す

2
0
1
9
年
度
末
ま
で
に
、

2
5
0
0
名
の
会
員
を
達
成
し
ま
し
ょ
う

8

9
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2018年度組織図

経営労働委員会

共同求人委員会

共育委員会

バリアフリー委員会

企業連携推進委員会

環境経営委員会

国際交流委員会

ソーシャルビジネス委員会

女性部委員会

同友すばる委員会

経営者フォーラム委員会
経営相談室

部
企業づくり推進部
地域づくり推進部
同友会づくり推進部

部
経営指針部 経営指針部 咸宣塾

成巧大学
後継者未来塾

部 部

北九州青年懇話会
採用・共育研究会

人を生かす経営推進部
仲間づくり推進部
地域政策部
ビジョン部
広報部

共同求人部
役員研修部
青年部

仲間づくり推進部 仲間づくり推進部
地域政策部 地域政策部

役
員
選
考
委
員
会

景況分析室

役員研修室

総務財政室

青年部連絡会

情報部

広報部

地区増強推進部

同友会づくり活動推進企業づくり活動推進

新会員フォローアップ部

地域づくり活動推進

政策金融室

地域政策部

人を生かす経営
推進本部

正副代表
理事会

監事

理事会

総会

事務局

総務

北
九
州

東
支
部

福
博
支
部

博
多
支
部

中
央
支
部

西
支
部

南
支
部

福
友
支
部

青
年
支
部

玄
海
支
部

か
す
や
支
部

筑
紫
支
部

糸
島
支
部

北
九
州
支
部

ひ
び
き
支
部

飯
塚
支
部

の
お
が
た
支
部

田
川
支
部

久
留
米
支
部

り
ょ
う
ち
く
支
部

大
牟
田
支
部

有
明
支
部

福
岡
地
区

幹
事
会

北
九
州
地
区

幹
事
会

筑
豊
地
区

幹
事
会

県
南
地
区

幹
事
会

中小企業憲章
推進本部

広報情報化推進本部

報
道
部

増強推進本部

福
岡

県
南

役　職 氏　名 事業所名

代表理事
田浦　　通 ㈱シティーライン
樋口　康治 ㈱アイル　
新内　一秋 ㈱筑紫工業

副代表理事

貞池　龍彦 ㈱アビリティ・キュー
坂本　敏弘 計測検査㈱
光本智惠子 ㈱すこやか工房
納富　輝子 ㈲一柳
秋吉　博文 秋吉博文公認会計士税理士事務所

専務理事 川畑   義行 （一社）福岡県中小企業家同友会

地区
会長

福岡 高谷　幸一 ㈱ユニティ
北九州 市丸　皓士 ㈱TSS
筑豊 有田　栄公 有田電器情報システム㈱
県南 濱田　満広 ㈱濱田設備

室長

総務財政 中野　正志 ㈱福岡リロケーション
政策金融 玉井　輝大 ㈲abc機会社
景況分析 新内　一秋 ㈱筑紫工業
役員研修 渡木　　繁 ㈲コスモライフ

相談役 中村　高明 ㈱紀之国屋
中山　英敬 ㈱ヒューマンライフ

青年部連絡会 代表 村田　一光 ㈱エスティーロ

委
員
長

経営労働 山口　明子 ASAP動物病院
共同求人 濱田　浩光 貼りアップ㈱
共育 光本智惠子 ㈱すこやか工房
企業連携推進 伊藤　裕一 伊藤建築設計事務所
環境経営 井上　真一 ㈱大匠建設
バリアフリー 牧本　貴宏 ㈱まきもと 向日葵グループ
国際交流 鹿島　克介 ㈱カシマ製作所
女性部 笠置　重子 ㈲タイセイ
同友すばる 末竹　　哲 ㈲日研
ソーシャルビジネス 大串　和義　 大串公認会計士・税理士事務所
経営者フォーラム 向井　　徹 キャリアパス㈱
役員選考 森　　茂博 和新工業㈱

福岡 地区副会長 中島　克海 ㈱グッド・サポート
地区幹事長 齋藤　智也 セピア商事㈱

役　職 氏　名 事業所名
北九州 地区副会長 松木　祥也 ㈱松木工務店

地区幹事長 小林　正広 ㈱上津役製作所

筑豊 地区副会長 鶴田　和寿 コースイ㈱
地区幹事長 原田　正浩 ㈲マシンサービス社

県南
地区副会長 林田　浩暢 ㈾若竹屋酒造場
地区副会長 川村　芳子 ㈱萃香園
地区幹事長 金川　利子 リビングＴ＆Ｓ

支
部
長

東支部 明石　勝善 ㈱きねや
福博支部 林　　直樹 輝翔法律事務所
博多支部 古川　淳一 ㈲ニッコー・ネット
中央支部 足立　知弘 いちご会計事務所
西支部 多比良　修 多比良修労務管理事務所　
南支部 貞兼　朋記 ㈱ルックルック
筑紫支部 淀川　洋子 ナガタ建設㈱イエノコト
福友支部 内田　剛玄 ㈱アクセス
青年支部 大丸　拓郎 ㈱大丸製作所
玄海支部 黒木　幸一 ㈲ケイズ・コーポレーション
かすや支部 釘田　直樹 くぎた経営労務事務所
糸島支部 小津　智一　 ㈱OZ　Company
北九州支部 宮本　成樹 ㈲サークル・アイ
ひびき支部 御手洗秀樹 ㈲九州電機精機
のおがた支部 金子　順次 ライジング迎賓館
飯塚支部 重松　和孝 ㈲コンサルティングオフィス
田川支部 堀　　弘道 ㈱さくらトータルライフ
久留米支部 緒方　　徹 ㈲緒方板金
大牟田支部 金森　信吾 ㈲パン・ド・ミー　
有明支部 竹下　政敏 竹下産業㈱
りょうちく支部 松尾　勝彦 写真の松屋㈱

事務局長 坂田いずみ （一社）福岡県中小企業家同友会

監事
平石　勝之 Gcomホールディングス㈱
有馬　　進 ㈱不動工業
山本　修二 福岡会計事務所

会歴30年に達した会員（21名）
藤河　次宏 拓新産業㈱ 南
北島　章雄 ㈱大晃鋲螺 玄海
吉田　重信 伊藤無線㈱ 福博
福島　道雄 ㈲アド・フクシマ 北九州
佐々井久博 佐佐井㈱ 北九州
重冨敢二郎 ㈱重富印刷 糸島
谷　弥寿彦 ㈱谷弥 のおがた

個人表彰 ６名（年間５名以上の新会員の入会推薦をした会員の皆様）
氏名 事業所名 所属支部 推薦数

納富　輝子 ㈲一柳 福友 16

井上　真一 ㈱大匠建設 博多 9

安永　浩之 やすなが企画㈲ のおがた 6

有馬　　進 ㈱不動工業 北九州 5

金森　信吾 ㈲パン・ド・ミー　 大牟田 5

古川　淳一 ㈲ニッコー・ネット 博多 5

支部表彰（会員増強最高の支部）

入会数（支部で紹介いただいた新会員数） 福友支部 58名

入会率（入会数を期首会員数で割った数） のおがた支部 33％

純増数（支部で期首より増えた会員数） 福友支部 28名

純増率（純増数を期首会員数で割った数） 糸島支部 21％

第56回定期総会 表彰（入会順・敬称略）

増強表彰

2018年度役員名簿（敬称略）

 会歴40年に達した会員（6名）　
遠藤　市郎 ㈲遠藤和洋紙店 中央
圓藤　泰久 ㈱福岡ニット 筑紫

小松　公範 ㈱コマツ設計事務所 博多
宇都宮英人 宇都宮法律事務所 南

黒田　　剛 ㈱総本家黒田家 大牟田
谷口　昭徳 広徳輸送（株） 東

会歴20年に達した会員（34名）
成吉　秀夫 ㈲なりよし 福友
安部　炳鎬 ㈱宣翔物産 福友
荒牧　錠司 ㈲サンケイフーズ 玄海
内藤　泰司 ㈱福商 東
半田　　正 はんだ歯科医院 糸島
園田　嘉生 園田税務会計事務所 有明
竹内　大平 ㈲テイクビデオ 玄海
三輪　公平 Ｉ・ＷＡ・ＭＩ㈱ 中央
時枝　憲司 ㈱コミプラエージェント 西
島田　　茂 ㈱島田電気商会 博多
藤原　順一 ㈱ＡＤ企画印刷 中央
林田　浩暢 ㈱若竹屋酒造場 りょうちく

有留　秀泰  （医）ありどめ内科クリニック ひびき
鶴田　和寿 コースイ㈱ 飯塚
大塚　正常 セブンガス㈱ 玄海
執行　武治 ㈲執行製作所 福友
吉積　良記 ㈲吉積良花鰹製造元 玄海
池田　宏子 池田社会保険労務士事務所 西
中山　英敬 ㈱ヒューマンライフ 南
箱田紀一郎 ㈲リガーロ 博多
福湯　英雄 ㈲福湯すし 有明
徳永　忠則 ㈱リライエステート 玄海
碇　　宏介 社会保険労務士法人　碇人事労務センター 西
森　　幹夫 ㈲オフィス森 博多

大江　義夫 大江建築設計事務所 福友
田浦　　通 ㈱シティーライン かすや
成清　一誠 ㈱経保プランニング 中央
星野　達弘 ㈱オークラ 南
斉藤　修一 直方自動車商事㈱ 西
松岡　順子 リバティスカッシュコート 中央
鐘川喜久治 ベルテクネ㈱ 西

橋本　征勇 ㈱橋本生花 南
江副　裕紀 ㈲江副商店 玄海
上本　昭南 ㈱上本アルミ建材 のおがた
原田　和明 ㈲アイデジタル ひびき
久賀　知治 ㈲山門平和園 大牟田
古谷　幸一 ㈲ファイナンシャル・エステート・サービス 福博
高橋　寿明 ㈲南部プロパン 福友

笠　　博文 日農工業㈱ 福博
小久保喜道 Ｋ・Ｓインシュアランス 福博
岩崎　徳男 東洋警備保障㈱ 福博
中村　吉孝 福岡輝栄会病院 玄海
津崎　徹一 津崎徹一法律事務所 博多
岩田日出人 ㈲うえすたん かすや
金川　利子 リビングＴ＆Ｓ 久留米
山下　　登 ㈲山下工務店 中央
木村　　悟 こめ専科 博多
森　　惣紀 ちきり屋 大牟田

会歴40年の表彰を受ける遠藤市郎氏 会歴30年の表彰を受ける吉田重信氏 会歴20年の表彰を受ける半田正氏
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7 月 の 　 　 行事案内

みんくる会議室 久留米市六ツ門町３-１１ くるめりあ六ツ門6階 ☎0942-30-9067
鍵田　康策 氏 株式会社大丸眼鏡商会　代表取締役社長　久留米支部

13 金 18：30～21：00 久留米支部
7月例会

7月例会は支部会員の鍵田さんによる事業継承の体験報告です。継承の状況や社員
との関係構築、その後の変化などについてお話いただきます。今後、経営者となる後
継者側の疑問や不安を先輩方である現経営者の方々との討論を通じ少しでも緩和・
解消し、また、現経営者においては後継者側の意見を聞くことによって、下の世代の不
安や気持ちを取り入れ、自身の継承について学ぶ例会です。

事業継承を体験して

☎092-686-1234
～借金をバネに弱みを強みに変える起業戦略　そして社会福祉への挑戦～

白水ルリ子 氏 株式会社 晴天 代表取締役（社会福祉法人 宝満福祉会 理事長）

ピンチをチャンスに変える方法

人材不足、働き方改革が日本中で議論となっています。自社での人材不足もあれば、
属する業界での人材不足もあります。どう取り組んで いくべきか。社員とともに、社員
の家族とともに、地域とともに、その枠は日本国内にとどまらず、世界とともに。「世界で
一番たくさんのありがとうを集めよう」をスローガンに掲げて行動する白水氏。すべて
の目線が社会課題の解決に繋がっていく、それを実感し、意識改革・行動改革をもたら
す例会となります。

福岡同友会会議室 福岡市博多区吉塚本町9-15  11階

10 火 16：00～18：00
ソーシャルビジネス委員会

7月例会

通常の企業売買から事業承継、事業存続に絡めたM＆Aなど実例の紹介を交え、中小
企業に於けるM＆Aの多様性を学びます。

島田　健作 氏　株式会社ホワイトクロス　代表取締役
都久志会館 福岡市中央区天神4-8-10

17 火 18：30～21：00 玄海支部
7月例会

中小企業の実践的Ｍ＆Ａ戦略
☎092-741-3335

☎0949-25-2241直方市中央公民館 直方市津田町7-20

24 火 のおがた支部
7月例会

社員一丸となって100年企業を目指す

日本全体が好景気に湧いた余波が残っていた1991年に、宝飾市場の規模は3兆円を
超えていました。しかし、バブル崩壊後はぜいたく品とされるジュエリーの需要を冷え
込ませ、市場は縮小を余儀なくされた結果、現在の需要はピーク時の3分の1以下に過
ぎません。そのような逆風の中で、1940年に設立された『株式会社コクラヤ時計店』を
100年企業とするために、社員一丸となった集客・売上の仕組み作りを行っています。

18：30～21：00

赤坂　一成 氏 株式会社コクラヤ時計店　代表取締役社長　のおがた支部

～地域密着型宝飾店の歩みとこれからの取り組み～

天神ビル11階 福岡市中央区天神2-12-1
栗山　浩 氏 株式会社アーキテックス　代表取締役　南支部

24 火 18：30～21：00 南支部
7月例会

同友会で自立型企業について学んだ栗山氏。大手ゼネコンのマンション工事建築下請
け事業から戸建て事業（元請け）にシフトチェンジすることを決意されます。自社事業を
見直す過程で体験した成功・失敗・苦労について報告いただきます。

～従来の在り方を認めつつ、更なる変革を成し遂げていくには～
勇気と行動力をもつタフガイ

☎092-721-3111

☎092-622-0011販路拡大 福岡県中小企業振興センター 福岡市博多区吉塚本町9-15

24 火 FAST7月例会

森　武志 氏 よろず支援拠点　コーディネーター

18：30～21：00

福岡同友会会議室
福岡市博多区吉塚本町9-15 -11F

新会員フォローアップセミナー
7月26日（木） 18：00～21：00

第148回

海外展開のリスクおよび事例と対策
ＮＢＳ株式会社 福岡市博多区奈良屋町5-10

24 火 18：30～20：30
国際交流委員会
＆勉強会

福田　俊英 氏 独立行政法人 中小企業基盤整備機構九州本部
国際化支援アドバイザー

企業訪問例会
27 金 18：30～21：00

女性部委員会
7月例会

寄能　寛子 氏 株式会社アビリティ・キュー　後継者　（博多支部）

☎092-263-8833

☎092-622-0011福岡県中小企業振興センター 福岡市博多区吉塚本町9-15

25 水 18：00～21：00
2018年度
増強研修会

たがわ情報センター 田川市番田町2-1
市岡　敏生 氏 田川信用金庫　理事長

20 金 18：00～20：00 田川支部
7月例会

地域金融機関であり当会と業務提携を結んでいる田川信用金庫理事長と支店長の皆
様を講師そしてゲストとしてお迎えし、地域金融機関とともにめざす地域中小企業の在
り方を学びます。

地域における信用金庫とその役割。
若き中小企業経営者に求められる経営力とは

☎0947-49-3220
～地域金融機関とともにめざす地域中小企業の在り方～

コムシティ大会議室 北九州市八幡西区黒崎3-15-3
渕　けい子 氏 株式会社スターフライヤー　CS推進部担当部長

17 火 18：30～21：00 北九州支部
7月例会

9年連続顧客満足度No.1企業から学ぶビジネスモデル
☎093-641-9360 ☎092-938-2456粕屋町商工会館 糟屋郡粕屋町若宮2-3-1

かすや支部
7月例会木 18：30～21：0019

人材育成と社員を活かす為のコミュニケーション

田中　宏之 氏 九州ＳＳＫ株式会社　専務取締役　かすや支部
かすや支部７月例会は人材育成がテーマです。九州ＳＳＫ（株）の田中宏之さんから、
自社で行っている評価制度や社員とのコミュニケーションについてご報告いただきま
す。社員との信頼を高め、同業他社に負けない人財を育成していくためのヒントが得
られます。

～力を引き出す評価制度・個人面談～

☎092-918-3535筑紫野市生涯学習センター 筑紫野市二日市南1-9-3

19 木 筑紫支部
7月例会

自社の強みを生かす事業承継（仮）

「受け身の人生から一転。継ぎたいものは、自社の付加価値。」筑紫支部2018年度最
初の例会は事業承継がテーマです。油機エンジニアリング㈱の牧田尚起さんに報告し
ていただきます。

18：20～20：50

～あなたは何を継ごう、継がせようと思いますか？～

牧田　尚起 氏 油機エンジニアリング株式会社　取締役社長　筑紫支部

～生き残るためにやるべき事と中小企業のBCP～
福岡ビル9階会議室 福岡市中央区天神1-11-17 ☎092-716-8021
重松　和孝 氏 有限会社コンサルティングオフィス　代表取締役社長　飯塚支部

19 木 18：30～21：00 西支部・飯塚支部
合同7月例会

大手保険会社の合併、金融庁の大方針転換など、中小保険代理店が存続危機に立た
される中、M＆AやBCPへの取り組みにより乗り越えて成長してきた経営体験報告を、
飯塚支部長重松氏にしていただき、変化に対応できる企業づくりについて学びます。

変化に対応できる企業づくり！

天神ビル11階 福岡市中央区天神2-12-1　11階 ☎0120-323-920

業務のブラッシュアップで人材確保
17 火 18：30～21：00 博多支部

7月例会

坪田　晋 氏　坪田社会保険労務士事務所　代表者　博多支部

～乗り遅れるな！これが中小企業の働き方改革だ！～

リーマンショックで大きく売り上げが落ち、債務超過の状況の中で2011年同友会に
入会。経営指針、環境経営、共同求人、共育を学び実践してきました。エコアクション
21を取得し、同友エコ大賞受賞をきっかけにエネルギーシフトを学び、社屋を九州初
のCLT工法で新築するなど、危機的状況から環境経営でV字回復し、更なる成長を遂
げています。

前原公民館 糸島市前原東2-2-5 ☎092-322-2481
井上　真一 氏 株式会社大匠建設　代表取締役　博多支部

17 火 18：30～21：00 糸島支部
7月例会

V字回復のカギはここだった！！
～乗り遅れるな！これが中小企業の働き方改革だ！～

今は働き方改革先進企業のOZ Companyですが、初めて受託した企業内保育園で
は、サービス残業・仕事の属人化・チームワークの乱れにより保育スタッフの離職率
がなんと44％。この状況から現在に至るまでの試行錯誤の取り組みを語っていただ
きます。

アクア博多 福岡市博多区中洲5-3-8 ☎092-733-1310
小津　智一 氏 株式会社OZ Company　代表取締役　糸島支部

19 木 18：00～20：30 福博支部
7月例会

先進企業に学ぶ働き方改革

ウィズ・ザ・スタイル福岡 福岡市博多区博多駅南1-9-18 ☎092-433-3900
竹田　修司 氏 有限会社ウィナー　代表取締役　東支部

18 水 18：00～21：00 東支部
7月例会

様々な困難に直面し、「会社余命２年」の現実からいかにして生還できたのか。福岡の
飲食業でいち早くインバウンドに特化した戦略と、記憶に残るキラーコンテンツメ
ニュー開発で、現在は3店舗5億円を叩き出す経営の仕組みについて報告していただ
きます。

会社余命2年からの生還 ～独自の戦略で時流を生き抜く～

お申し込み、お問合せは、e.doyu もしくは、同友会事務局までお願いします。お知り合いの方を誘って、是非ご参加ください。

萃香園ホテル

20 金 19：00～21：00 有明支部
7月例会

7月例会は会員のための懇親例会です。近況報告を行い支部会員同士の親睦を深め
ます。今後の例会等行事参加に繋げることを目的に開催いたします。

懇親例会
久留米市櫛櫛櫛櫛櫛 ☎0942-35-5351後継者を見付け育てることが出来ずに廃業する会社が見受けられる昨今において、

後継者として的確な人物を選び育てることは、将来への存続の道を模索する中小企
業家にとって喫緊の課題です。縄田氏の報告を聴き、自社の事業承継のあるべき形に
ついて考えます。

19 木 中央支部
7月例会

事業承継、その先にあるもの

18：30～21：00

縄田　泰三 氏 株式会社エム・エス・ピー　代表取締役会長　中央支部
天神ビル11階11号会議室 福岡市中央区天神2-12-1 ☎0120-323-920

～苦難の中から見出した新たな光～

ウィズ・ザ・スタイル福岡 福岡市博多区博多駅南1-9-18 ☎092-433-3900
経営者の幸せとは

渡木　繁 氏 有限会社コスモライフ　取締役会長　福友支部

19 木 18：30～21：00
福友支部
7月例会

～人生における様々な運動と経営から学んだこと～
Dress（ドレス）福岡市中央区西中洲11-21ボナパサージュ2F ☎092-725-7758

幾多の試練を乗り越えてきた経営者の精神力
金光　孝男 氏 株式会社タガイト　代表取締役　南支部

19 木 19：00～21：00
青年支部
7月例会

☎0946-62-1140泰泉閣 福岡県朝倉市杷木志波20

19 木 りょうちく支部
7月例会

若者の都会流失を防ぐために、
学校が望むこと、企業が準備すべきこと

りょうちく支部の環境を見ると、若者の都会への流失が大きな課題です。若者の都会へ
の流失を防ぐためにも雇用を作ることが求められます。流失を防がないと地域の未来
のお客さんがいなくなる事になります。同友会の会員として何ができるのか？若者が何
を考えているのか？若者を雇用する事で準備しないといけない事は何なのか？若者の
事を１番知る地元高校の先生にお話いただきます。

18：00～21：00

りょうちく地域内の高校の就職担当の先生
平位　秀敏 氏

報告者
ファシリテーター うきは市商工会事務局長

飯塚市仁保8-30 ☎0948-82-0240
7月21日（土） 9：30～18：00

筑豊ハイツ
あすなろ塾筑豊

会場

久留米市西町1367-1-2階 ☎0942‐33‐3355
7月14日（土） 9：30～17：30

県南地区センター
あすなろ塾県南

会場

福岡
会場

福岡市博多区吉塚本町9-15
☎092-622-0011

7月28日（土） 9：15～18：00
福岡県中小企業振興センター
あすなろ塾

報告事項

45名（出席率７０．３％）
光本智惠子（副代表理事）

出席
議長

２０１8年5月30日（水）14：30～17：30
福岡県中小企業振興センター202会議室

日時
会場

経営革新計画承認企業　
エスエス産業㈱　西藤  興治 氏（東支部）

〈テーマ〉営業支援システム構築による営業生産性の向上と
           多様な顧客ニーズへの対応
キングスフィールド㈱　浜　哲弥 氏（中央支部）

〈テーマ〉ゴルフコンディショニングとゴルフレッスンを
           同時に受けられる施設の開設
アトラス化成㈱　穂坂　昌之 氏（東支部）

〈テーマ〉高齢者の嚥下機能を促進させる介護事業者向け食器の研究開発
嘉穂食品㈲　濱　吉徳 氏（飯塚支部）

〈テーマ〉直販比率向上を目的とした高付加価値商品の開発・販売
㈱和田木型製作所　和田　耕一 氏（飯塚支部）

〈テーマ〉自動化ラインに対応するための高強度、
           且つ重ならない真空成形トレーの開発・製造
辻養蜂場　辻　諒太 氏（飯塚支部）

〈テーマ〉世界品質GGAP認証取得で優位に立ち
           「嘉穂産蜂蜜」ブランドの展開を図る
㈱亀草庵　藤江　敬子 氏（のおがた支部）

〈テーマ〉自然発酵食品生産体制の機会火で短納期大量生産の実施
※累計で福岡県全体では5,839件、会員企業は延べ430件

表彰など

e.doyuの文書管理（理事会報告-2018年度）に理事会報告全文を
アップしています。会員の方は閲覧できます。

2018年4月（県54件／うち同友会会員・企業7件）

黄綬褒章　業務精励（造園工事業）
㈱小山千緑園　小山　徹志 氏（西支部）

IT利活用による労働生産性の向上
エコー電子工業㈱　松本　清人 氏（玄海支部）
＜事例内容＞
経営層が一丸となって率先利用することで情報システム利用を
浸透させ業務の見える化と業績向上を実現した企業

（FVMでプレゼンテーションをした企業のうち、
優れたビジネスプランを有し、今後の成長が期待できるもの）

理事会議事録２０１8年度
〈 第 １ 回 〉

この１ヶ月の活動のまとめ1

会員企業動向2

「PRESIDENT」で同友会が1年間、
紹介される旨報告された。

平成30年　春の褒章

㈱シー・エフ・ピー　花田　博道 氏（南支部）

福岡ベンチャーアワード2018　特別賞

2018年度版　中小企業白書　事例紹介

第一カンカンビル集合

28 土 大牟田支部
7月例会

大牟田大蛇山まつり1万人の総踊り
大牟田市本町2-7-13

16：00～

ザ・ハウス・オブ・リンドマール 北九州市八幡西区東神原町2-23 ☎093-642-3659
納涼会員交流例会
19 木 ひびき支部

7月例会18：30～21：00

15 14
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福岡同友会

７月14日に行われる流舁き

「山崩し」と言われる山笠の取りはずし作業

追い山が終わると「山揺すり」をしながら
祝いめでたを唄う

Voice会員からの投稿

博多祇園山笠スケジュール

追い山の起源
　かつては町ごとに高さ15メートル前後の飾
り山の華美を競いながら練り歩いていました。
江戸時代、一説には貞享4（1687）年 正月、
竪町（恵比須流）に嫁いだ土居町 （土居流）の
花嫁が、花婿ともども里帰りしたところ、土居
町の若者が余興として花婿に桶をかぶせるな
どしたため、竪町の若者が怒って押しかけて一
触即発に。この場は何とか収まったものの、
夏のお祭りの際、恨みが残っていた石堂流（現
在の恵比須流）が東長寺で昼飯を食べていた
土居流を追い越そうと走り出しました。土居
流も負けてはならじと走り、2つの流が抜きつ
抜かれつの競争となり、スピードを競い合う

「追い山」が始まったとされています。

突然の禁止
　明治5（1872）年、封建制を打破する意図で明治政府によって「博多松囃子」と共
に山笠は突然禁止されます。明治8（1875）年だけ許可が下りましたが、許可が下り
たのが6月13日の夕方で追い山まで間に合わないため、人形に浴衣を着せただけの
簡素な山笠「ゆかた山」が作られ、翌年より再び禁止されました。
　明治16（1883）年には11年ぶりの本 格的な山笠が復興したものの、明治31

（1898）年に福岡県知事が山笠行事の中止を提議します。中止提議理由に山笠が電
線を切断する事故が相次いだことが含まれていたため、実際に運行する3メートル程
の「舁き山」と、飾っておくだけの「飾り山」に分化することとなりました。また、明治
時代に西洋文化が入ったことにより、舁き手の出で立ちが締込みだけの裸に近いもの
だったことが野蛮に映った事も中止提議理由にあったため、町側が知恵を絞り「お尻
丸出しが悪いなら法被を着ればよい」と全員が水法被を着用して切り抜けたのでした。
その後、昭和20（1945）年福岡大空襲で中止され、昭和23（1948）年に山笠が復
活し現在に至ります。

流の再編
　昭和41（1965）年2月1日、博多地区の町界町名整理が実施されました。この町界
町名整理で博多部は大混乱に陥ります。歴史的にも由緒ある土居流がこの煽りを受
けて解散するも、土居流の有志が「土居流保存会」を作って流の歴史を継続。しかし、
伝統を誇った呉服町流は解散し他の流に分散したのでした。この町界町名整理で出

博多祇園山笠 撮影・文／株式会社ココスイメージ    
　　　　　富谷　正弘（玄海支部）
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来た新しい「町境」を加味して、東町流を
中心に東流、西町流を中心に西流が誕生。
大黒流、恵比須流、土居流（保存会）は
旧町単位で参加するようになりました。
そして現在の『七流(しちながれ)』（西流・
千代流・恵比須流・土居流・大黒流 ・東
流・中洲流）となりました。（順番は、平
成30年度の番号順）


